
山梨北ブロック

テーマ

小中の連携を深めることにより，山梨北ブ□ツクの児童･生徒の指導に生かす

Ｉ主題設定の理由

山梨北ブ□ツクの児童･生徒を健全に育てるためには，普段交流の機会の少ない小･中の

教職員が一堂に会し，話し合いや活動の場を持ち，教育上の課題を見つけ，より良い解決

の方法を探り，連携を深めることが必要だと考える。

本ブ□ツクでは，同じ地域で学ぶ子どもたちをともに教育するという立場から，教師自

身が地域に対して共通理解を深めることが必要だと考えて，臨地研I|参をおこなってきてい

る｡本年度も，地域の自然･文化･歴史についての見識を深め，学習活動に活かすため，講師

を招いて，地域素材に関する臨地研修を継続して実施した。

また，小学校･中学校の交流授業を行うことで，交流研究の成果を指導に活かしていきた

いと考え，テーマ｢ﾉ｣)中の連携を深めることにより，山梨北ブ□ツクの児童･生徒の指導に

生かす｣を設定した。

Ⅱ研究の具体的内容

１第１回交流研究会(臨地研修）

（１）曰時

平成２２年Ｓ月Ｓ曰（火）１３ｓ○～

（２）方法

各小学校区に４つのコースを設定し，見学する。

(Ｓ）内容

①岩手小学校区コース

講師佐藤裕彦さん（元山梨市文化財審議員）

「大石神社と奇岩群および岩手地域の地形について」

②ハ幡小学校区コース

講師古屋久さん

「分水ます・かご石など西保せきをたどり，昔の開発を学ぶ」

⑧曰下部小学校区コース

講師竹川久雄さん（曰下部公民館長）

「水宮神社～安田義定館跡・安田家住宅～八日市場跡～土橋家住宅（甲ⅢlIl風民家）

～雲光寺（安田義定墓所）」

④後屋敷小学校区コース

講師本間愛敦さん

「国宝清白寺の建物の解説や座禅体験」
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２第２回交流研究会

（１）日時

平成２２年１１月１７曰（水）午後３１○～授業参観４:１○～学年別研究会

（２）場所

山梨北中学校

(Ｓ）内容

山梨北中学校の授業を参観し，情報交換・意見交換を行う。

Ｓ第Ｓ回交流研究会

（１）曰時

平成２３年１月１２曰（水）午後ＺＯＯ～授業参観

（２）会場

岩手小学校･八幡ﾉ｣l学校

（Ｓ）内容

岩手ﾉ｣)学校･八幡小学校の授業を参観し，’|胄報交換・意見報交換を行う。

Ⅲ成果と課題

１成果

（１）臨地研修

地域の歴史にふれたり，曰頃できない貴重な体験をしたりすることができた。

（２）小学校･中学校の交流授業

中学校の授業参観では，小学生の時と比べて成長したことについての感想が≦中学校の授業参観では，小学生の時と比べて成長したことについての感想が多く聞

かれた。小学校と中学校の授業の進め方の違いに関するコメントも多く出された。ノ｣）

学校の授業参観では，時間をかけてじっくり考えたり，豊かな発想による発言をした

りする姿などについての感想が出された。また，授業規律，家庭学習，言語活動の充

実等についての情報交換や意見交換が行うことができた。

２課題

（１）臨地研修

すべてのコースでの研I|参を経験した人が出てきていたり，コースによっては天候や

体力面からきつかったりするので，内容について見直す必要がある。また，夏季休業

中は大会・研修等があり，予定していた参加者が少なくなるコースもあった。

（２）小学校・中学校交流授業

小中の授業をそれぞれ参観し，違いを知り，感想を述べ合うことも意義深いが，具

体的な課題を設定していくことで小中連携をさらに深めていけるようにしたい。

（ブロック長辻純二）
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